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第 5 章では、1 つ目の研究課題である参加主体の意識・行動変化の過程についての分析結果が































第 7 章では、第 5 章と第 6 章の結果をまとめ、さらに深く考察を行い、つながりと活動の創
出過程について総合的に分析を試みている。内部変化のマネジメント以外の 4つの設計変数は、
参加者の関係や意識の変化の機会を提供することで生じる要素であったが、内部変化のマネジメ
ントは参加者の様々な変化をモニタリングし、適切なタイミングで声かけや情報提供などを行う
伴奏型の支援であり、居場所全体を把握しながら調整をしていくことが重要であることを見出し
た。そして、参加者は参加を通じて意識や行動を変化させていくと同時に、参加者同士の相互作
用の結果としてプラットフォーム自体も変化することを明らかにした。また、居場所は、地域の
担い手が活動する拠点という位置づけだけでなく、担い手が生まれる培養器でもあるという可能
性を示した。 
第 8 章では、結論、学術的、実務的成果を示すとともに、限界や今後に向けた展望を議論して
いる。さらに質的研究ならではの限界についても論じた。 
本論文の学術的貢献としては、効果的なプラットフォーム設計に関する新しい知見を見出した
ことがあげられる。プラットフォーム概念については多様な分野での研究がすすんでいるもの
の、地域コミュニティにおける居場所に応用したものは数少なく、データのコード化、ストー
リーラインの分析によってその設計要件についての妥当性のあるモデルを提示し、特に、参加者
の内部変化のマネジメントという要件に光を当てて、参加者の変化とプラットフォーム生成の両
面に与える影響を詳細に分析、検討できたことは今後の学術研究に与える貢献度は高い。さら
に、参加者が自発的な活動を始めるプロセスを解き明かしたことは、これからの地域づくりの実
践に大いに役立つ知見であり実務的貢献が大きいといえよう。昨今、いかに地域づくりの担い手
を確保し、養成するかという議論が盛んである。本論文は、この社会課題解決への端緒が開けた
と考える。 
一方、本論文は、全国に数多存在する居場所のうち、多様な参加者が参集し、新しい活動が芽
生えている代表的な 4 事例を取り上げたものであり、その他の分野の取り組みや失敗事例など
を取り上げてはいない。そのため、示された結論は、限定的なものに留まり、普遍的な、一般化
可能性のあるものとはいい難いという課題も残る。居場所における相互作用、効果的なプラット
フォーム設計要件を解明するためには本論文で用いた研究アプローチに依拠せざるを得ず、この
ような限界があることは自明なことではあるものの、今後はさらに多くの事例を取り上げ、フ
レームワークを精緻なものにしていくことが求められるだろう。 
このような限界はあるものの、本論文は、地域づくりに資する居場所をいかに構築、運営する
のかという、困難な、かつ重要なテーマに果敢に挑み、緻密な先行研究の検討を重ねた上で、ア
クションリサーチや参与観察などによるフィールドの多様なデータからコード化、ストーリーラ
インの生成につなげていったくだりは量、質ともに圧巻であり、新規性、独自性のある内容と評
価できる。また、坂倉杏介君は芝の家の設立者として活躍しており、現場での数々の実践、経験に
裏打ちされた本論文の主張には説得力があり、問題発見・解決のための実践知の創造を目指す総合政策学
に対する貢献も大なるものである。したがって、本論文は、著者が研究者として自立した研究活動を遂行
するために必要な能力と学識を兼ね備えることを示したものであると判断して、本学位審査委員会は坂倉
杏介君が博士（政策・メディア）の学位を授与される資格があるものと承認する。 
 
 
 
 
 
 
